
別
表
第
五
災
害
派
遣
等
手
当
の
項
中

原
子
力
災
害
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定
め
る

も
の
又
は
特
定
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条

又
は
第
八
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
派

遣
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
遭
難
者
等
の

捜
索
救
助
、
水
防
活
動
、
道
路
又
は
水
路

の
啓
開
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
の
定
め
る
危

険
又
は
困
難
等
を
伴
う
救
援
等
の
作
業
に

従
事
す
る
も
の

作
業
一
日
に
つ
き
、
次
の

の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

に
定
め
る
額

原
子
力
災
害
の
う
ち
防
衛

の
定
め
る
も
の
に
お
け
る

四
万
二
千
円
を
超
え
な

囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め

特
定
大
規
模
災
害
に
お
け

業

六
千
四
百
八
十
円
を

な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣

め
る
額

「

作
業
れ
次

大
臣
作
業
い
範
る
額

る
作
超
え
の
定

」
を

「
原
子
力
災
害
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定
め
る

も
の
又
は
特
定
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条

又
は
第
八
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
派

遣
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
遭
難
者
等
の

捜
索
救
助
、
水
防
活
動
、
道
路
又
は
水
路

の
啓
開
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
の
定
め
る
危

険
又
は
困
難
等
を
伴
う
救
援
等
の
作
業
に

従
事
す
る
も
の

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
災
害
対
策
本

部
の
設
置
に
係
る
災
害
、
原
子
力
災
害
そ

の
他
の
防
衛
大
臣
の
定
め
る
災
害
が
発
生

し
た
地
方
公
共
団
体
の
区
域
に
派
遣
さ

れ
、
関
係
行
政
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と

の
連
絡
調
整
の
作
業
に
従
事
す
る
職
員

（
自
衛
隊
法
第
八
十
三
条
又
は
第
八
十
三

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員

を
除
く
。）

作
業
一
日
に
つ
き
、
次
の
作
業

の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
額

原
子
力
災
害
の
う
ち
防
衛
大
臣

の
定
め
る
も
の
に
お
け
る
作
業

四
万
二
千
円
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
額

特
定
大
規
模
災
害
に
お
け
る
作

業

六
千
四
百
八
十
円
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定

め
る
額

作
業
一
日
に
つ
き
千
六
百
二
十

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
防

衛
大
臣
の
定
め
る
額

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
五
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

防
衛
大
臣

木
原

稔

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

府

令

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

﹇
略
﹈

第
一
章

﹇
同
上
﹈

第
二
章

警
察
庁
の
組
織

第
二
章

警
察
庁
の
組
織

第
一
節

内
部
部
局

第
一
節

内
部
部
局

第
一
款

長
官
官
房（
第
二
条

第
十
六
条
）

第
一
款

長
官
官
房（
第
二
条

第
十
七
条
）

第
二
款

生
活
安
全
局
（
第
十
七
条

第
二

十
二
条
）

第
二
款

生
活
安
全
局
（
第
十
八
条

第
二

十
三
条
）

第
三
款

刑
事
局
（
第
二
十
三
条

第
三
十

一
条
）

第
三
款

刑
事
局
（
第
二
十
四
条

第
三
十

二
条
）

第
四
款

交
通
局
（
第
三
十
二
条

第
三
十

六
条
）

第
四
款

交
通
局
（
第
三
十
三
条

第
三
十

七
条
）

第
五
款

警
備
局
（
第
三
十
七
条

第
四
十

三
条
）

第
五
款

警
備
局
（
第
三
十
八
条

第
四
十

六
条
）

第
六
款

サ
イ
バ
ー
警
察
局
（
第
四
十
四

条

第
四
十
七
条
）

第
六
款

サ
イ
バ
ー
警
察
局
（
第
四
十
七

条

第
五
十
条
）

第
七
款

警
察
庁
顧
問
（
第
四
十
八
条
）

第
七
款

警
察
庁
顧
問
（
第
五
十
一
条
）

第
二
節

附
属
機
関

第
二
節

附
属
機
関

第
一
款

警
察
大
学
校
（
第
四
十
九
条

第

七
十
六
条
）

第
一
款

警
察
大
学
校
（
第
五
十
二
条

第

七
十
九
条
）

第
二
款

科
学
警
察
研
究
所
（
第
七
十
七

条

第
九
十
七
条
）

第
二
款

科
学
警
察
研
究
所
（
第
八
十
条

第
百
条
）

第
三
款

皇
宮
警
察
本
部
（
第
九
十
八
条

第
百
十
七
条
）

第
三
款

皇
宮
警
察
本
部
（
第
百
一
条

第

百
二
十
条
）

第
三
節

地
方
機
関

第
三
節

地
方
機
関

第
一
款

管
区
警
察
局
（
第
百
十
八
条

第

百
五
十
九
条
）

第
一
款

管
区
警
察
局
（
第
百
二
十
一
条

第
百
六
十
二
条
）

第
二
款

東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北

海
道
警
察
情
報
通
信
部
（
第
百
六

十
条

第
百
六
十
八
条
）

第
二
款

東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北

海
道
警
察
情
報
通
信
部
（
第
百
六

十
三
条

第
百
七
十
一
条
）

第
三
章

地
方
警
務
官
の
階
級
別
定
員
（
第
百
六

十
九
条
）

第
三
章

地
方
警
務
官
の
階
級
別
定
員
（
第
百
七

十
二
条
）

附
則

附
則

第
二
章

警
察
庁
の
組
織

第
二
章

警
察
庁
の
組
織

第
一
節

内
部
部
局

第
一
節

内
部
部
局

第
一
款

長
官
官
房

第
一
款

長
官
官
房

（
人
材
戦
略
企
画
室
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
条

長
官
官
房
人
事
課
に
、
人
材
戦
略
企
画
室

を
置
く
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

警
察
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

警
察
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規

定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
二
号

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
及
び
警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
警
察
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄




		2024-06-27T14:44:12+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



